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系統研究部門

野上裕生 ･瀬戸口烈司･相見 満

研究概要

1)霊長頬の歯の組織学的研究

野上裕生 ･相見 満

歯のエナメル質にみとめられる成長の周期を吟味

し,従来の5-7日周期の不合理性を指摘した｡

2)インドネシアにおける第四紀霊長頬の研究

相見 満

インドネシアの現生および化石霊長頬の系統 ･

進化 ･分類について,詳細な研究をおこなった.

3)南アメリカにおける第三紀霊長類の研究

野上裕生 ･瀬戸口烈司 ･高井正成1)

コロンビア国を中心に,中新世の地層の発掘調

査がおこなわれ,保存良好な歯が多塁に発見され,

その系統的記載がなされている｡

4)北アメリカにおける中生代嘱乳頬の研究

瀬戸口烈司

アメリカ合衆国モンタナ州の白亜紀の地層で発

掘調査を実施した｡恐竜化石は多量に発見できた

が,嘱乳頬化石はまだ発見できていない｡

5) 南アメリカにおけるティティ属の形態学的

1)大学院生
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研究

小林秀司l)･野上裕生

ティティ屑の歯の形態に宕目し.屈内柿間変只

とその進化的傾向を解析した｡
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